
点数 各項⽬20点満点
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員A 18 18 16 17 17 86 ⽣きている⼈間が勝ったぞ。よく親離れできない⼦供って聞くけ

ど、この⼿の話の多くは⼦離れが出来ない⼤⼈なんですよね。⺟
親の死から始まる恐怖、亡くなった後に悪夢を⾒る旦那。実家に
⾏ってから起きる怪異。ある意味実写向きの話だなと思います。
実家を全部ぶっ壊すラストのシーンからのエンドロールを想像し
ました。しっかりと怖い描写もある。⾮常にハイレベルな話だな
と思います。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員B 15 14 14 12 14 69 いい話ですね。解決してくうえでわかっていく事や謎のままの部
分が絶妙に絡み合って素晴らしい作品になっていると思いまし
た。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員C 14 13 13 12 13 65 ⼈に執拗に固執し続けるとお互いに待ち受ける結末はバッドエン
ド。悪夢の因果を断ち切るため奮闘する奥さんはかっこいいで
す。⽂章は読み易くスラスラと読めました。それだけになかなか
印象に引っかかる⾔葉や⾔い回しがあれば更によかったです。⼈
間の独占欲や嫉妬の醜さを知れたイイ怪談でした。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員D 15 12 16 17 16 76 じっとりとした気味の悪い話でした。⺟親の執着はもちろんのこ
と、⼊ってはいけない部屋はそもそも何のために作られたのかが
あまりにも不可解。どちらかというと、何のことはない納⼾が、
結果的に呪いの部屋のようになってしまったのでは？と感じまし
た。この⺟親は⾃分の⼦どもを⽀配してどうしたかったのか。
眠っている間だけでも好きなようにしたかったのであれば、⺟親
もずっと夢に出ていてもおかしくないと思いました。個⼈的には
「閉じ込めること」だけが⽬的だったように思います。ただただ
⼿元に置いておきたい。そういう歪んだ⽀配欲のようなものを感
じます。ただ、結婚してから10年、ほぼ毎⽇魘されている家⼈を
放置してそれに慣れてしまった、と⾔い切るこの⼥性も⼗分恐ろ
しいです。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員E 18 18 20 15 18 89 奥さんがご主⼈の実家の中で必要な物を探す場⾯の描き⽅が上⼿
くて⼊り込んで読みました。特に⼊ってはいけない部屋に⼊った
所は、緊迫した様⼦が⼿に取るように分かったのと、旦那さんの
字で「ここから出してくれ」とマジックで書かれた襖を⾒付けた
り、座椅⼦の後ろからお義⺟さんが出て来そうになる所なんて、
思わず悲鳴が出てしまいました。⺟親の愛情も過多になると恐ろ
しい。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員F 18 17 16 15 17 83 ⾮常に怖いサスペンスホラーの漫画を読んだ後のような読了感を
味わえました。⽂章も⾮常に完成されていて、読み応えがありま
した。ドラマか映画にして⾒てみたい位のクオリティですね。息
⼦に執着する毒⺟親の狂気をこれでもか、というくらい感じさせ
られます。息⼦をどこまでも縛り付ける⺟親の⼼理…。私には到
底理解出来ないけれど、怪談の中には結構登場しますよね。それ
だけ実際にある話だという事なのでしょう。⾃分から離れて⾏っ
てしまう息⼦にせめて夜、夢の中だけは⾃分の元へ戻れ、という
呪詛に縛られ続けた息⼦である旦那さんの精神的ダメージも想像
を絶するものがあっただろう。開かずの間に込められた⺟親の念
が家の解体と共に消え去ってしまったならそれが唯⼀の救いかも
しれない。

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員G 20 20 18 10 16 84 ⼈怖も相まった凄いお話しでした…とても怖い反⾯、お義⺟さん
に同情というか…旦那さんが亡くなったとは⾔え、なぜそんな思
考になってしまったのか⁇普通の愛情から逸脱してしまったの
か、同じ親として⾊々と考えさせられました。出だしの⽂章から
グッと引き込まれ、内容も興味深く読みやすい構成でしたので、
⼀気に完読でした。全体に⾼得点のお話しでしたが、特に怖さ、
鋭さの点を⾼得点としました。しかし執着って怖いですね…まさ
かタイトルにこんな恐ろし意味があったとは、単なる⼈怖では無
く、様々な悲しみや怖さが折り重なった深い怪談。秀逸なお話し
だったと思います！

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員H 18 18 18 15 18 87 今⽉⼀番の⼈怖怪談だと思います。湿度が⾼く、臭いが漂ってく
る恐怖が、重すぎます。毒親というタイトルでないのも納得しま
した。登場⼈物が限られていたので、⼼理描写が拾いやすく登場
⼈物に共感しながら恐怖体験ができました。⾃害した義⺟が1⼈
で暮らしていた家に⾏くことになった「わたし」視点で状況説明
されていく舞台装置が最⾼に気持ち悪かったです。ホコリ1つで恐
怖を感じれるんだー！と投稿者さんの⼒量を感じました。あっさ
りしたエンディングですが、また読みたくなる魅⼒を感じまし
た。ぜひ他の作品も読みたいです。…と思ったらあきらさんだっ
たんですね。納得のクオリティです。もっと読みたい。ぜひ次回
も期待してます！！

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員I 17 14 12 11 12 66 ⼈の執念ってすごいなと。⽂章は読みやすかったし、しっかり怖
かったです。意味のわからないとこもなく、最近の写真はどう
やって⼿に⼊れたのだろうとか、部屋中の写真⽴てとか想像した
らゾワゾワしました。家を壊すことによって本当に離れられたら
いいなと。もし続きがあるなら聞きたいなと思うお話でした

175 夜には此処へ あきら ⼀般審査員J 19 19 19 18 17 92 ⺟の狂気と狂喜がよく分かる怖い話でした。ヒトコワなところと
主⼈公の夫を縛り付ける呪いがとても怖かった。読者に想像しや
すい記述にしていたところがとても良かった

合計 172 163 162 142 158 797

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員A 18 16 16 17 18 85 若い頃って秘密基地や隠れ家みたいなところって憧れるんだろう

な。そして、⼈は必ずとがった年齢を迎える時がある。この⼈の
場合はまさに中三の時だった。中三で典型的なヤンキーですね。
やってはいけないことをやるなシリーズをやってしまう若者。
ちょっと意外だなって思ったのはこの⼿の話ってたいてい村とか
だけど、この話の場合は中堅都市みたいなところが舞台なのが印
象的ですね。居ない⽣徒と⼀緒に遊んでいた。いろいろなオカル
トの要素が混ざった怖い話で、しっかりとこの世のものではない
何かも出てくる。クオリティの⾼い話だなと思いました。あきら
さんと神崎さんの⼆⼈はずば抜けていますね。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員B 14 14 15 12 13 68 誤字脱字もなく、完成された作品でした。話の流れに⽭盾や違和
感も⼀切なく、丁寧に作られた話なんだと感じました。話は⼈が
炭になって⽣まれたジンタン、⽕で苦しんで亡くなった⼈たちの
苦痛や怨念が集まって強⼒な呪いみたいなモノになって、⾒るだ
けでも寿命が縮むのは怖すぎですね。あと、聞いた話ですが万博
のあのキャラも⾒るだけで運気が下がるらしいです。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員C 16 17 16 14 16 79 とても⾯⽩かった。
⽂章は読みやすく展開も怖さのツボを押さえてあり、かつ纏まり
があってクオリティが⾼い。
怪異名の当て字が判明するのもホラーあるあるではあるが、ツボ
というのはそういうもので、そういうポイントが沢⼭あり、趣向
を凝らしている感じを受けた。
そういう意味では作り物感があると⾔えばあるのだが、⾻⼦が
しっかりとしているので⾯⽩ければ良いとも⾔える。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員D 16 17 18 17 15 83 胸の奥にずっしりと重いものが残るような後味が悪い話でした。
「ジンタン」とは何だろう、と考えながら読み進めても思いつか
ず、種明かしされてもすっきりすることはなく、やはり気持ちは
重いまま。彼らに近付いた理由が、同年代の友達が欲しかったの
ではなく、呪いに引きずりこもうとしていたのかと思うとやるせ
ない気持ちになりました。安定した⽂章⼒のおかげで、余計なこ
とに気を煩わされず安⼼して作品を最後まで楽しむことができま
した。どうして彼らだったのか。彼らの⽬を付けた理由が、禁忌
を容易く犯すと読まれていたのだとしたら…寒気が⽌まりませ
ん。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員E 18 18 20 15 15 86 ジンタンって仁丹の話？まさか「⼈炭」だったとは！タイトルか
らして⾯⽩い！リュウに誘導されて訪れる秘密の隠れ家のアパー
トで起こる怪異。「⾒ると寿命が縮み、聞くと死ぬ」ハヤトとタ
カオが必死に詫びているのは何を聞いてしまったのでしょうか？
知りたいけどそれを知ったら⾃分も…と思うと怖いです。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員F 16 14 15 15 14 74 秘密の隠れ家ー。何と魅⼒的なワードだろうか。彼らではなくと
も、そんな誘いを受ければ⾏ってみたくなるのは恐らく私だけで
はないだろう。彼らが悪ガキだったというのなら、尚更興味を魅
かれるのは良くわかる。隠れ家の情報を提供してきたリュウは、
〝俺〟が考えるように、最初に放⽕で亡くなった家族の⼦供だっ
たんだろうと私も思う。永遠の友達が欲しかったのかどうかはわ
からないけれども。この話を読んで思うのは、お年寄りが⾏く
な、近づくな、という場所にはやはりそれなりの理由がある訳
で、⾔い付けには従った⽅が賢明だろう、という事だ。それも思
春期の⼦供達には難しい事なのかもしれないけれど。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員G 20 18 18 10 18 84 隠れ家、秘密基地…⼦供の頃のワクワクなワードや⼦供同⼠の会
話に⽬を細めながら読んでいたのですが、まさかの展開にゾクゾ
クしてしまいました。私も“ジンタン”がそんな意味を持つ事も知
らなかったので、結末も含めて意外さを⾼得点にしました。また
怖さもぶっちぎりで満点！全体的に好得点のお話しだったと思い
ます。また忌み地というのもなかなかのパワーワードで…やっぱ
り触りはあるんですね。壊されずに放置されているという事は、
解体しようにも何かあるから出来ないのでしょうか…。亡くなら
れた2⼈の最後の状態の描写も⽣々しく、しかし前半の⼦供達の
悪ふざけでちょっと微笑ましかったり…緩急ある素晴らしい怪談
だったと思いました。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員H 20 15 17 17 15 84 神崎マコトさんの作品ということで、最後に読ませて頂きまし
た。しかも⽇付が変わったあたり…夜に読んで後悔しました。タ
イトル回収も流⽯です。もうただのカタカナとして読めません。
死に⽅もタイトル回収をしててエグい。気持ち悪いと気持ち悪い
を⼀緒にまぜて、恐怖の渦をつくるのが本当に上⼿な⽅だと感嘆
しました。オチを知った上で2回⽬を読ませて頂いたんですが、
蜘蛛のような形状に影響されてすべてが罠のための⾏動のように
感じました。守ろうとしたのか、ダメだよ。といって誘導したの
か。2回⽬に読んだ際は教室での薄ら笑いがただただ気持ち悪く
炭のように濁った気持ちになりました。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員I 18 14 12 11 12 67 とても読みやすく集中して読むことができました。悲しい話であ
るはずが、とても怖かったです。リュウが⽕事で亡くなった⼦で
あったとしたらジンタンはずっとほかのものを取り込んでいくん
だろうな。⽕事で焼死したとして他者を犠牲にするのはなぜか。
理由がないとしたら本当に怖いです。

172 ジンタン 神崎マコト ⼀般審査員J 17 16 15 13 15 76 ⼟地に縛り付けられた霊に関わる怪談でとても怖かった。リュウ
という⼈物が最初から怪しいと思わせて、読者にとってはとても
読みやすい構成になっていて、最後に謎解きもシンプルになって
いたところも良いと思う。

合計 173 159 162 141 151 786

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員A 14 11 14 18 13 70 ムラサキカガミを⼆⼗歳の誕⽣⽇に⾒る。もしくはその⾔葉を覚

えていると亡くなってしまうとはよく聞く話で、誕⽣⽇プレゼン
トがムラサキカガミというのは相当恨みを買っていたのかなって
思いました。友達との関係は些細なことでひびが⼊る。借りた本
を無くしてしまい、同じ本を買ってごまかしたけど、多分何かが
違ったんだろう。苗場さんから貰った本には何か特別な印がされ
ていたはず。苗場と酒井が不仲になった理由は分からない。たぶ
ん、たまたまだと思うけど、親友はそう思っていないみたい。嫌
な話でしたね

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員B 12 12 13 14 11 62 話の作りも上⼿でストレスなくスラスラ読めたんですが最後のオ
チが紫の⼿鏡で⼀⾔、死ねは⼩説好きの設定からしたら弱いしス
トレートすぎな感じがしました。前振りがしっかりしているだけ
にもったいないなと思っちゃいました。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員C 15 17 16 14 16 78 イイですね⻑いフリからのラストの⼀⾔。ホラーやオカルト好き
なら誰もが⾒聞きはした事がある作品を例として登場させ⾊々と
話の派⽣を想像してからの読者をも突き放すかのような⼈を益々
嫌いになる終わり⽅、私は好物です。急速な終わり⽅に鋭さポイ
ントを⾼めに、先を読みにくい展開に新しさがありました。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員D 17 18 18 17 16 86 テレビ通話を繋ぎながら何気ない会話をしている⽇常かと思いき
や、開始早々に若⼲の違和感。なぜこれから友⼈が集まってくる
というのに、なぜ先に⼀⼈で酒を飲んでいるのだろう？そう思い
つつ、会話の内容は幼少期の思い出話になりあっという間にその
違和感は消えました。⽂章⼒が⾼い！リアリティある⾔葉遣いの
おかげで、⼀緒にテレビ通話をしているような気分になってしま
いました。酒井君の真意は分かりませんが、この20歳になる直前
までずっと恨み続け、このやり⽅を練り続けていたのかと思うと
ぞっとしました。友達と思っていたのは彼だけだったのか。酒井
君は恨み続けていたのでしょうか。彼の意思でそうしたのでしょ
うか。もしかしたら、⼩学⽣の時にかかった「おまじない」に囚
われて⾒えない⼒にそうさせられていたのではないでしょうか。
最後まさかそこに繋がると思っていなかったので衝撃的な幕切れ
でした。とても⾯⽩い話をありがとうございました。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員E 15 15 18 18 15 81 本を使った都市伝説の内容がとても⾯⽩いかったです。「ミス
ト」と「恋の霧」の繋がりも上⼿いなーと思いました。最後の酒
井が許してくれていなかったのが急な展開だったので疎遠になる
前に何かしら描かれてたらもっと加点出来たと思います。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員F 13 11 14 13 13 64 紫鏡！まあ、私が紫鏡の話を知ったのは割りと最近の事になりま
すが。都市伝説としては結構有名だったんですよね。お話が語り
⼝調で始まり、友⼈とZoomを介して会話していくというのがい
かにも現代的で、そこには新しさを感じました。正直、怖さとい
うのはそれ程感じなかったのですが、最終的にはおまじないを
使ってまで失いたくないと思っていた親友の酒井から届いた⼆⼗
歳のバースデープレゼントが、⼀⾔『死ね』と書かれた⼿紙と紫
⾊の鏡だった、というオチは⼆重の意味でショックですね。酒井
さんはやはり今池さんの事を許してはいなかった…。⾃分⾃⾝、
過去に意図せずとも友⼈(だと私は思っているが)を傷つけたりし
て知らず知らずのうちに恨まれたりしている事があるのかもしれ
ない。そんな⾵に思うと嫌な気持ちになりますね。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員G 16 17 18 15 16 82 話し⼝調で進んでいく怪談、とても⾯⽩くスピード感も感じられ
⼀気に完読です！タイトルの誕⽣⽇プレゼントがこんな感じのオ
チなのかと。怖さはなんか⼈怖的な感じでもあったし、話し⼝調
の⽂に⾯⽩さも感じたので、怪談では珍しくユーモアを⾼得点と
しました。また⽂章構成や話しの内容に新しさも感じたのでこの
点も⾼得点です。せっかくの誕⽣⽇なのにこんな事になってし
まった彼。しかしその友達の執着というか持続されていた怒りと
いうものに執念とか怖さを感じましたし、これずーっと続いてい
きそうですよね。現在進⾏形怪談かなぁ…怖いです。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員H 18 18 10 15 10 71 全編話⾔葉で、ちょっと乱雑にペチャクチャ展開していくのに読
みやすいのは何でなの…？客観的な視点が混ざっているから？？
恐怖の内容より投稿者さんの構成⼒とバランス⼒に関⼼するばか
りでした。経⾎の使い⽅があまりにも気持ち悪く、軽快な⽂脈が
⼀気に寒気を感じるものになった気がします。オチの強すぎるパ
ンチラインはインパクトありました。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員I 16 13 14 13 12 68 ⾯⽩かったです。⾃分に語られてるようで。きっといい思い出と
して語っていたのだろうけど最後に許されてなかったことがわか
る衝撃。20歳まで覚えていたら死にますもんね。紫の鏡。2⼈ら
しい呪い⽅ですよね。読みやすかったし良かったです。

182 誕⽣⽇プレゼント ⾚⼾⻘⼈ ⼀般審査員J 18 12 12 14 15 71 良くも悪くも呪術的な要素が⼊っている怖い話だった。
酒井さんは、中⾥さんに対しての恨みつらみが残っていたため、
最終的に呪うことにしたのか、主⼈公にとっては腑に落ちないこ
とが多くある話だったと思う。

合計 154 144 147 151 137 733

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員A 14 12 12 11 11 60 何かをかなえるためには対価が必要。まぁ、良くある話だし、主

⼈公が闇落ちするのもある程度予想は出来ましたが、幼い⼦供の
⼼を操るもんめ様っていったい何者。そして、こんなことをして
掴んだ幸せは絶対に⻑く続かないとは思うけど、まぁ、闇落ちし
た⼈には何にも⾔えないですね。⼈間の嫉妬と昔から伝われてい
る良く分からない存在のハイブリット。凄くおもしろい話でし
た。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員B 14 12 12 12 14 64 童歌を元にした怪談はいろいろありますがどことなく聞いたこと
がありそうな話でした。でも、話の作り⽅は上⼿くて、読んでい
てすごく引き込まれました。最後は主⼈公が犯⼈オチみたいなの
はありがちですがおもしろい話でした。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員C 14 14 15 13 13 69 何かを得るにはそれ相応の対価が必要、願うだけなら誰でも出来
る。リスク覚悟の上での願い。正体は不明だが名前が知れ渡って
いる存在は果たして信⽤に⾜るモノなのか？儀式に具体的に必要
な⼿順や捧げ物が分かりやすく書かれているのは読んでいてワク
ワクしました。さらにもんめの事を知りたくなりました。そして
もんめの因果からは結局は逃れる事は出来ない絶望感と得体の知
れない怖さ、オリジナルティある設定に新しさがありました。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員D 17 17 16 18 16 84 ⼦どもの頃よく遊んだ「花いちもんめ」を思い起こさせる童謡に
まつわるお話かな？と思ったら、とんでもないお話でした。施設
という閉鎖的な環境で共に育った友達を⼤切に思う気持ちと、幼
⼼に妬んでしまう感情が複雑に絡み合い最終的に⼀番恐ろしいの
は⼈の思い、と痛感しました。儀式、童謡、⼦ども。何か起きる
だろうと期待させる要素が詰め込まれていて、この後の展開を予
想しつつ、その通りにならないで欲しいと願いながら読んでしま
いました。⼦どもの頃に抱いた⿊いものを、⼤⼈になってもずっ
と⼿放さずにいたのですね…⼈を呪えば⽳⼆つ、と⾔いますがこ
の場合はどうなるのでしょうか。呪いではないからこの⼈はこう
やって幸せを⼿に⼊れるのか、最後まで⾒届けたくなります。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員E 20 18 20 15 15 88 ⼦供の頃の遊びって何も考えずに遊んでいたけど、今考えると残
酷。それが実際の状況に置き換えると…更に残酷。私が企んでる
のも感じつつもドキドキしながら最後まで⼀気に読みました。読
み終えた時の満⾜感！対価の部分とか最後の終わり⽅も⾯⽩かっ
たです。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員F 16 15 17 16 15 79 昔、『花いちもんめ』という童歌を歌いながら遊んでいた頃の事
を思い出しました。私は主さんのように誰かの顔⾊を窺ったり、
空気を読んだり、というところまではなかったけれど、少しはわ
かる。たぶん、私も『選ばれない⼦』だったように思うからだ。
確かに、⼦供は純粋で無垢で単純で…とはよく⾔うけれど、それ
だけに残酷な⼀⾯があるのもまた事実だ。児童擁護施設で育った
主さん。養⼦縁組を望むのはきっと普通にある事だと思う。アコ
ちゃんのように、願掛けをしてでも、と考えるのはある意味必然
なのかもしれない。只し、この話の匁様のように、対価を必要と
するのはある種呪いに近いような気もする。お稲荷様に近い願掛
けだろうか。最終的に、主さんはアコちゃんの命までも対価にし
て⾃分が選ばれし者になるのは、怖さは勿論感じるが、悲しみも
感じる。次の5つ⽬の対価とは何なのだろうか…。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員G 18 17 16 10 16 77 なんかもう、世にも奇妙な物語りの⼀話になりそうな⾯⽩いお話
しだなぁと思いました。確かに童謡とか遊び唄って歌詞がちょっ
と不気味だなぁと感じる事があるのですが、このお話しは呪われ
てるいるのか⁈って位に恐ろしい事が起きるので、描写も相まっ
て本当に怖かったです。しかもクライマックスに近付くにつれ、
恐ろしさも増してきて、その辺の話のスピード感が私はとても好
きでしたね！怖さに拍⾞が掛かる感じでドキドキでした。全体的
に⾼得点なお話しだったのではないでしょうか！

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員H 15 17 10 10 10 62 終始狂気をまとっているんですが、最終章からのオチの歪さが最
⾼に怖いですね。願い（呪い）の対価が必要というルールがある
おかげで厭な条件がいつまでもつきまとう気持ち悪さが良かった
です。純粋で無垢で単純で歪で、⼈間らしい欲望のヒトコワ怪談
だと感じました。

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員I 13 12 13 11 12 61 お話を聞いた後やると思っていましたが、まさかアコちゃんから
家族を奪うとは思わなかったので意外でした。サイコパスなお話
だったのでゾッとしました。最後に対価は⽤意できてるとなって
いたのは佐藤夫婦のことなんでしょうか。⼤切な者を簡単に⽣贄
に出せるなんて。。。怖い以外ないですよね

161 もんめ きみちゃん ⼀般審査員J 19 18 15 13 18 83 ヒトコワと降霊術のようなものが混ざった話で、とても怖かっ
た。主⼈公の欲望のための準備がドライで、⾮常に怖かった。次
の５つ⽬の対価は、何を⽤意する気なのか読者に想像させる書き
⽅もとても良かった。

合計 160 152 146 129 140 727

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員A 14 17 16 16 15 78 限られたものしか⼊ることが許されない御神体に⼊った。その結

果友⼈が亡くなり、怪異が周りで起こりだした。何かを知ってい
る⼈のところに⾏って助かる術を教えてもらう。まさしく洒落怖
に通じる典型的な因習の話ですね。⼈は⼊るなって⾔われても
⼊っちゃうんですよ。なんでダメなのかちゃんと⼤⼈が説明しま
しょう。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員B 13 14 16 12 15 70 私は⽇本をはじめ世界に無数にいる神々は宇宙に繋がると思って
いるので、この話もあながち本当の部分もあるんじゃないかと思
いました。話し的にはレプティリアンを祀っている場所で起こっ
た出来事で⼀般的にはレプティリアンは友好的な存在ではないの
で祟り神みたいな扱いだったのかなと推測されます。主⼈公の体
を変化させるより洗脳した⽅が利⽤価値はあるのでたぶん、主⼈
公たちは遊びみたいな感じで実験体にされたんじゃないかなと思
いました。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員C 15 12 16 13 15 71 和製クトゥルフ系コズミックホラーといった趣きで独特の読み味
が素晴らしかった。
所々の名称などもリアリティの底上げに寄与している。
グロ描写もなかなかエグ⽬で良かった。
ただ、構成が⽢く特に導⼊における時系列がわかりにくいように
感じた。
⽂章の漢字変換の読みにくさや誤字なども含めて、クオリティ⾯
での推敲の⽢さがあり、もう少し詰め切って欲しかったのが残
念。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員D 14 16 15 18 14 77 ⼩さな集落に受け継がれる⾵習、謎のお祭り、禁忌を犯す少年、
そして呪いが発動する。引き付けられる展開の連続で、とても⾯
⽩かったです。そして意味深なことを⾔う⽼⼈とお守りの⽯！素
晴らしい展開です！エンタメとしてのホラーに求められる要素が
盛り込まれつつ、御神体の正体は何だったのか。何故UFOのよう
なものを⾒るようになってしまったのか、という謎は謎もままで
残っているのもいい意味で後味が悪くとても良いと思いました。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員E 20 18 15 15 15 83 ファンタジーなタイトルからは想像が付かない恐怖。秘密裏に⾏
われているからこそ、好奇⼼が駆り⽴てられてしまうのでしょう
ね。あの時の記憶を思い出してしまったらと思うと…この恐怖を
抱えたまま⽣きて⾏く⼈⽣って想像出来ないくらい⾟いと思いま
した。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員F 14 13 15 15 14 71 村に伝わる奇祭や伝承のような、好きなジャンルのお話ですが、
〝霊〟が出てくるという訳ではなく、恐らく宇宙⼈だろうと思わ
れる『神？』が関与しているのは新しいな、と感じました。要ら
ぬ好奇⼼は⾝を滅ぼす、というような諺はよく聞きますが、思春
期に有りがちな好奇⼼は近寄るな、⼊るな、と⾔われれば近寄る
し、⼊りたくなる、という⼼理はよくわかる。特にこれといった
楽しみも少ない⽥舎に暮らしていれば、刺激が欲しくなるのもよ
くわかる。AとBは厨⼦の中に何を⾒たのかー。それは、宇宙⼈
だったのかもしれませんね。そして、UFOから常に⾒張られてい
る。怖いというよりは、興味深く⾯⽩さを感じるお話でした。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員G 16 17 18 10 18 79 昔からの慣習などの話しは本当に興味深く、⾯⽩いものが多いで
すよね。このお話しも⾮常に興味をそそられました。特に祀られ
ているであろう御神体が未知の⽣物⁇宇宙⼈を連想させる展開！
そっち系が⼤好物な私は途中からちょっとワクワクしてしまいま
したwそこの展開に意外性を感じたので⾼く評価しています。怖
さは余り感じなかったのですが、話しの意外性や祟りの内容のリ
アルさがとても良かったなぁと。きちんと儀式を重んじていれば
何の災いも無かったものの、無茶はやっぱり良く無いですし、で
も好奇⼼も理解できるし…で。しかしこの怪談は⾊々と考えさせ
られ、障の怖さはあるもののなんか宇宙や未確認⽣物なども連想
されて、私的にはロマンも感じたお話しでした。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員H 15 15 15 15 15 75 特殊な⾏事と書かれているおかげで、考察がギュンと加速する感
じがしました。〝星供養〟という単語もそそられました。⾔葉選
び、単語選びがとても丁寧で、怪談の世界観をつくるのがとても
上⼿い⽅だなと感じました。宇宙と祠と事情に詳しい⽩髪の好々
爺。宇宙要素が⼊っているのが個⼈的に新鮮で⾮現実感のワクワ
クが加速しました。オチは現在進⾏形エンドでしたが、たった1
つの⽯で⽣きるか死ぬかのバランスを保っている危うさがとても
良かったです。

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員I 12 11 11 11 11 56 罰当たり系のお話だったのですが、なぜかUFOまで関わってきて
しまうという。とかけは宇宙⼈だったのでしょうか。そのまま命
を取られないでいたらいいなとは思いますが、なぜか彼には友達
を⽌められなかった後悔が⼀度も書かれてなかったとことか、も
しやサイコパスなのかと少しだけ怖かったです

168 星のおまつり 平中なごん ⼀般審査員J 15 15 12 12 12 66 お祭りされているものの所以が最後までわからず、どういった理
由だったのかを⻑編の中で明らかになってほしかった。
祟的なもので、たいへん怖い思いをしていることは、とてもわか
り易くなっていたことは良かった。

合計 148 148 149 137 144 726



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員A 12 7 10 6 15 50 主⼈公の落し物を拾った⼥性が何かやったのかなって思うけど、

⽬的が良く分からない。もし、主⼈公が別の感情を持っていたら
回避できたのかなって思うけど、あんまり変わらない気がする
な。ヒトコワ的なところがあるのかなと思うけど、同時に呪術的
な怖さもある。不⽼不死は必ずいいものではない。⼈間は必ず死
ぬ。その当たり前が無くなるのは⼀番の呪いだなと思いました。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員B 15 13 15 14 14 71 ⼈怖からの⼼霊で世にも奇妙よりの話ですごくおもしろい話でし
た。終わりかなとおもわせてからの後⽇談から不⽼不死みたいな
流れが秀逸でした。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員C 15 14 14 13 15 71 いいですぇいいですねぇ気⾊悪いですねぇ〜私は⼤好物ですよ〜
幽霊よりも⾁体がある分⼈間の⽅が物理的な脅威が勝り、より怖
い！というか痛いですね。物語の導⼊部からある程度の予測を⽴
て読み進めるものですが、軽く良い意味で裏切られました。純度
の⾼い悪意を刃に乗せて執拗に追い回す、考えうる最悪の展開が
⾮常に良かったです。救いの無いバッドエンドも👍

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員D 15 14 18 18 17 82 とてもユニークな展開のお話でとても⾯⽩かったです。落とし物
をしても戻ってくる、というのは誰にでも起こり得ることとはい
え毎回となると客観的に⾒ると少々不気味な感じがします。ス
トーカーに纏わるヒトコワからの本当に怪異に結びついてしまう
のは何とも後味が悪く気持ち悪さが倍増しました。「物」だけで
はなく最終的に「命」まで拾い続けるのは果たして執着だけなの
か。こうなると愛情ではなく、⾃分を受け⼊れてくれなかった僕
への復讐に転じているように思えます。何気ない⽇常が少しずつ
崩れていくのを分かっていても逃げられない。そんな気分の悪い
いい話でした。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員E 20 18 20 18 20 96 主⼈公が助かり⼥性が亡くなって、話が終わるかと思っていた
ら、最後にとんでもない恐怖が待っていました。「命を落とす」
とタイトルの「落とし物」が結びついた所から後半の話の展開が
⾯⽩い！先が読みたくてドキドキしました。⻑⽣きはしたいと
思っていても永遠に死ねないなんて恐怖でしかないです。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員F 16 13 14 15 15 73 落とした物が必ず返ってくる。普通に考えれば素晴らしくいい事
だけれど、必ず、となると果たして本当にいい事だろうか。それ
はやはり怖いというか、気持ち悪ささえ感じるだろう。私もどち
らかと⾔えば物を落としたり忘れてきたり、失くす事が多い⽅だ
けれど、返ってくる事はあまりないと思う。落とす物が物である
うちはまだいいけれど、それが命となると、きっと怖くて叫び出
したくなるだろうし、本気で殺して欲しい、と思うかもしれな
い。中学時代の⽬⽴たない同級⽣だった⼥性から⼀⽅的に思いを
寄せられ歪んだ思いから命を奪われた…はずが、⽣きている。何
度も、死んだ―と思われるシチュエーションが訪れても、結局⽣
き返る。それが彼⼥の呪いだったとしても、永遠に死ねず、再び
返ってくる、というのは本当の意味で怖いかもしれないですね。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員G 18 16 16 10 20 80 怪談としてはとても綺麗に纏まっていて、映像化出来そうな位に
仕上がってるお話しでとても⾯⽩かったです。が、綺麗に纏まり
すぎてて、怖さMAXとは感じられなかったものの、⼥が死んで⼀
件落着かと思っていた所に、まだ続くの⁈の展開だったので意外
性を満点にしました。話の⼊り⼝から終わりまでしっかり出来た
お話しだったと思います！タイトルから感じる“何の落とし物なん
だろ？”と思わせるのも良かったです。本当これ、映像で⾒てみた
い！最近こんな感じに思うお話が多くて、個⼈的に感⼼してしま
います。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員H 5 10 10 15 15 55 序盤、中盤はとても怖かったです。不思議怪談かな？と思わせて
かなり重めのヒトコワになる変化はとても好きです。終盤からは
予測以上の不思議怪談になってしまったので好みがわかれそうで
す。最後の「死ぬのは怖いですか」からが余計なエアロパーツに
なってしまったな…と残念な印象です。中盤のヒトコワをキープ
しつつ、終盤まで持続させるために、第三者視点、取材形式など
にしても良かったかもしれません。⼿塚治⾍先⽣のSF作品のよう
な雰囲気を感じました。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員I 16 14 12 12 12 66 読みやすくて楽しかったです。死ななくてもしっかり年⽼いてい
くのはつらいですね。1番⾟い呪いかもしれないと思いました。
でも落し物が戻ってくるのは羨ましいかもです。

165 落とし物 KUMAO ⼀般審査員J 13 15 15 18 11 72 死ぬことができない呪いと落とし物をかけ合わせた⾯⽩い話だっ
た。最後の部分だけは、若⼲蛇⾜感があるが全体としては、⾮常
に良かったと思う。
どんなものでも拾って返してくれるというのが、どれほど⼤変
だったのか想像する限り、凄まじい執念だったと思わせる怖さが
良かった。

合計 145 134 144 139 154 716

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員A 15 13 12 14 14 68 訳の分からない怖い話でしたね。マグカップやスマホの⿊い画⾯

を⾒るのが怖くなる話ですよ。このAさんに憑りついていたのは
何者なのか。なんで、周りの⼈は忘れたのか。部外者の⼈間がな
んで、Bさんのところまで⾏くことが出来たのか。周りの記憶ま
でも操る能⼒があるのは相当な⼈物だなって思いました。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員B 13 14 14 12 15 68 不思議な話ですね。パラレルワールドに⾶ばされた話なのか、
コーヒーに映った⼈物と⼊れ替わってしまった話なのか説明がで
きない事ばかりでわからない話でした。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員C 14 14 14 13 13 68 ⼆重の意味で怖いですねおかしいのは⾃分か？それとも？きっか
けは例え些細なことでも結果的に職を失う事となるとはいずれ⾃
分を知るものが居なくなってしまう恐怖は想像すると恐ろしい。
⽂章全体としてはさらっと読めるくらいのマイルドな怪談でし
た。⾃分としてはもっとグロく重い展開が⼀つ、⼆つあってほし
かったです。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員D 11 12 16 15 14 68 何が起きているのか分からないうちに怪異に取り込まれてしまっ
たような気がしました。Bさんには本当に何かが起きていたので
しょうか。実際は初めからAさんが何かしらの怪異に巻き込まれ
ていてBさんに影響を与えてしまったのでしょうか。きっかけが
どこからなのか分からず、つい何度も読み直してしまいました。
どこからが現実でどこまでが怪異だったのか。読めば読むほど不
思議な世界観に嵌っていく気がしました。ただ、夢の話は⼈物が
どういう位置関係にいるのか分かりづらく状況が良く分からな
かったので不気味さが半減してしまって勿体ないと感じました。
最終的な落としどころまでＡさん、Ｂさんの情報を限界まで削ぎ
落していることで落差ができて怖い、と感じられましたがもう少
し想像しやすいように補⾜が欲しかったです。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員E 18 18 15 15 15 81 途中からの話が変な⽅向にいく様が気味が悪くて⾯⽩い！読み終
わった後に結末の着地点が⾒い出だせない何とも⾔えない気味悪
さがたまりませんでした。どうかたまたま居酒屋で隣になったA
さんに⼀杯⾷わされた話で有って欲しいと思いました。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員F 17 14 15 16 16 78 これはジワジワと来る怖さがありますね。特段激しいグロ等の描
写はありませんが、ある⽇突然、Bさんに対してのストーカー扱
いをされ、その会社で働いていたはずの⾃分が部外者扱いされ、
最後には会社を追い出されるなんて、想像したら怖い。Aさんが
鏡に映った真犯⼈を⾃分だと思い込んでしまったのも怖い。実際
のところ、鏡に映ったのはAさん⾃⾝だったとして、その⾃分を
なぜ真犯⼈だと思い込んだのかー。それとも、やはり鏡に映った
のはコーヒーに映り込んでいた謎の霊(？)らしき⼈物で、Aさんは
その姿を⾃分だと思い込まされたのかー。記憶を操作されてし
まったのか？⼀夜にして仕事も家も失うなんて経験は絶対にした
くないですね。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員G 18 18 17 10 16 79 これまた⾯⽩い怪談ですね〜！怖いというよりは不思議なお話し
で、個⼈的には好きです！特に話の流れが途中から良い意味でお
やおや⁈となりその展開が秀逸で、グッと引き込まれました。B
さん主体から⼀気にAさんがピンチ！またその内容が気の毒過ぎ
て…。でもその辺の転換が⾯⽩かったです。複雑な展開の話では
あるものの、⽂章の構成も上⼿く読みやすかったです。しかしA
さんは何かに嵌められたのか⁈何も悪い事してなさそうなのに、
⼈⽣めちゃくちゃにされて…本当にその点が⾮常に可哀想でなり
ませんでした。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員H 10 5 5 10 10 40 ⽇常にありふれているものを使うのはヤメテー！！めちゃくちゃ
怖いです。コーヒーの⼊ったマグカップが使えない…！「⽂字通
り問題にフタをすることで」という部分の⽂脈の上⼿さ。Aさ
ん、Bさんが仮名でいいので苗字がある⽅が個⼈的に好みです。
モノローグが⼊ったおかげで、全体の不思議感がピリッと引き締
まった印象になった気がしました。構成⼒が⾼い怪談だと思いま
す。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員I 17 12 15 12 16 72 Aさんはどこに消えてしまったのでしょう。元々存在しなかった
のか。。。不思議です。どう考えても説明がつかないですよね。
ベッドの背後からはどうやって映り込んだのでしょうか。⽣きて
いる⼈間だったのならば。それ⾃体もなかったことなのでしょう
か。コーヒーの話も実在しないで。。。怖いです。

167 映る顔 ⽇和 ⼀般審査員J 18 18 18 18 19 91 とても怖いし、⾯⽩い話でした。
⽣霊だったのか、本当につきまとっていたのが⾃分だったのか、
本当のAとストーカーっぽい⼈が⼊れ替わったのか？など、読め
ば読むほど、謎が多くとても怖い。

合計 151 138 141 135 148 713

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
183 ⾚い箸 ⼀般審査員A 17 13 14 14 16 74 道端にお供えしていたものを間違えて蹴ってしまった。まぁ、⼈

間だからそんなことはあると思うけど、ちょっと思い当たる節が
あったらまずは謝ることですね。いや、そのままにしておくのは
よくない。主⼈公に⾒えていた⽼婆は多分交通事故で亡くなった
⼈かな。まぁ、奇跡的に助かったってこともあるけど、体内に⾚
い箸があるのは普通じゃない。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員B 14 12 15 12 12 65 道端に茶碗と箸が置いてあるのは⽣涯で⼀度あるか無いかの話で
私も⼩学⽣の時になんとなく⾒た記憶があります。さすがにご飯
までは無かったですが道端なので違和感はありました。話による
と蹴⾶ばしたが最後、解決⽅法がない感じがしましたがあるとす
れば同じ状況で誰か別の⼈に蹴⾶ばしてもらうしか⽅法は無さそ
うですね。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員C 17 14 15 13 16 75 筆者は今⼤丈夫なのか？そんな今なお続く恐怖を味わえるギミッ
クを最後に仕込んであり、緊迫感と恐怖を⼗⼆分に感じた。
シチュエーションも万⼈が感情移⼊してしまう環境なので、⾃分
ごとのように怪異との遭遇を想像してしまうのは臨場感を盛り上
げて恐怖を感じやすくなっている。
その上で本⼈がめちゃくちゃビビっているのも良い。
謎が何も判明しないのもこれはこれで怖い。
おしむらくはやや⽂章が硬いことか。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員D 13 14 16 17 14 74 掴み処のない不思議な話でした。そもそも道端にお茶碗が備えて
あるものも⾒たことがないし、何故そこにそんなものがあったの
か。蹴⾶ばしてしまったお茶碗と箸を⾒て、この⽅は何故お供え
してあるものだと理解できたのか…不可解の連続。けれど、怪異
は関係なく忍び寄るものなんですね。理解できるできないではな
く、起きていることが全て。そういうものだの強制⼒をもって押
し付けてくる。そういう有無を⾔わせないものだと思い知らされ
る内容でした。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員E 18 15 18 15 15 81 理不尽に怪異に巻き込まれる様が恐怖でしかない。わざとじゃな
く、たまたま茶碗と箸を蹴ってしまっただけだし、同じように茶
碗とお箸も⽤意したのに…どうしたら回避出来たのか？これから
どうなるのか？先が気になりました。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員F 14 12 13 12 13 64 ある⽇、道端に放置されていたご飯の盛られた茶わんと⾚い箸。
それをたまたま主さんが蹴っ⾶ばしてしまった事から起こる怪
異。そもそもなぜそのような物が道端に置かれていたのかも謎だ
けれど、そのまま放置して帰ったのに、家にまで現れた⾚い箸と
後に度々姿を現す⽩い着物のお婆さんも謎だ。恐らくは、道端に
置かれていた茶わんと⾚い箸はそのお婆さんの為に置かれたもの
だったのだろうけれど、そのお婆さんがそれを蹴っ⾶ばされた事
に対して恨みの念をぶつけてきたのだろうか？主さんが事故に
遭ってしまったのもお婆さんの呪い？⾚い箸が体内から発⾒され
るというのも気味が悪い。まさに今、迫り来るカタコトという
⾳、先の⾒えない絶望感が恐怖を煽りますね。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員G 17 17 16 10 18 78 現在進⾏形の怪談ですかね…最後の⽂章でゾクっとしてしまいま
した。まさに今リアルタイムで起こってる臨場感がとても怖かっ
たです。しかし茶碗や⾚い箸に⼀体どんな意味があるんでしょ
う。筆者さんがなぜこの様な事に巻き込まれたのか⁈等⾊々と疑
問が浮かびます。そして1番の謎が体内から出て来た⾚い箸！！！
そこに話しの意外性を感じたので⾼得点を付けました。本当に
謎！そんな事あるんですかね？写真とかあったら⾒たい位です。
そしてこの⽼婆は⼀体何なのか⁇うーん、謎だらけ〜！皆さんの
考察が聞きたいですね！⾯⽩かったです。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員H 15 10 5 5 15 50 ⾚い箸とご飯、茶碗を蹴⾶ばした時から始まった怪異。印象的な
⼩物のおかげで、⽩い着物の⽼婆との対⽐があって記憶に残る描
写になっていると感じました。カタコト、カタコト…の⾳が、体
の中から聞こえていたとしたら、怖いですね…そういえば⼿術で
取り出された棒は何本だったんでしょうか。もしかして対の1本
…？終わる気がしないオチもいいですね。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員I 12 11 11 11 12 57 会社の⼈がよそよそしくなったのはなぜかの伏線回収はして欲し
かったです。茶碗と箸を気づかす蹴ってしまったかもしれないだ
けでここまでというところは怖かったです。⽼婆の顔が⾒えな
かったのはなぜかというところも少し怖かったですが、⽼婆はな
ぜ命を取ろうとしたのか。ただの偶然か。不思議です。

183 ⾚い箸 ⼀般審査員J 18 18 15 15 15 81 シンプルに怖い話でした。⾚い橋とご飯⼊の茶碗を倒して、もと
に戻さず謝罪しなかったことが原因で取り憑かれてしまったのか
など読者に想像させる記載も良かった。結局、主⼈公はどうなっ
たんだろうと思わせるところも良かった。

合計 155 136 138 124 146 699

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
180 ⼈形（おもちゃ）めぐ

り
落合ちゃん ⼀般審査員A 15 15 15 15 15 75 卒業したOBが後輩を引き連れまわす。こういう展開は憧れる反

⾯、後輩からしたらなんで来たんだよって絶対思うんだろうな。
同⾏していた⼈に憑りついてしまう話はあるあるだけど、このヨ
ウコさんは今でも何者かに憑りつかれているのだろうか。家に侵
⼊してお咎めなし。警察のキャリア官僚を親類に持つこの主⼈公
はまるで、浅⾒光彦みたい。マユミさんを主⼈公にした話は今後
も出来そうな気がしました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員B 13 14 14 14 13 68 2ちゃんねる系の怪談でストーリーがしっかりしていて、シリー
ズ作品なのかなと思いました。取り憑かれていたり、幻覚を⾒た
りありがちな展開でしたがしっかり作られた話で楽しかったで
す。最後の⽅から誰のセリフか分かりづらくなったのが残念でし
た。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員C 17 15 17 17 15 81 タイトル通りお⼈形さん遊びの感覚でしょうね。誰もが（？）⼀
度は妄想した事があると思います。あの⼈の⻑い⼿⾜がいい、賢
い頭が欲しいあの有名⼈の顔になりたいとか‥昨今のニュースで
⾒る凄惨な事件等もあるのであながち完全に作り話とは⼀概には
⾔えないそんなリアルティを感じました。おそらく犯⼈には悪意
そのものが⽋落した倫理観の外側の別の⽣物の様で、怖さと嫌悪
感が絡み合い⾮常に胸が躍りました。設定の新しさやユーモアも
あり⾼く点を⼊れました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員D 11 9 14 16 10 60 読みながらB級ホラー映画の⽂字起こしをしたものに⽬を通して
いるような気分になりました。視点が細かく変化するものの、今
誰⽬線なのか分かりづらく、変化する意味もあまり分かりませ
ん。1⾏ずつスペースを開けて書かれているので、テンポが悪く出
来事はそこそこのスピード感で進⾏しているはずなのに「読んで
いる」とテンポが悪く、内容がなかなか頭に⼊ってきませんでし
た。そのため、主⼈公のお兄さんが勤務しているのは警察庁では
なく警視庁では？など、細かい部分が⽬に付いてしまい余計に全
体的なテンポが悪く感じてしまいました。⾳で聞くのと読むのと
で⼤分印象が変わる作品かもしれません。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員E 10 10 15 10 10 55 ⼼霊スポットや事件現場に⽴ち⼊っての怪異は、⾷傷気味かな
と。⾝体の部分を繋ぎ合わせるのは新しさは感じました。最後も
ヨウコ⽬線で書かれてお話が続く感じの終わり⽅もパターンかな
と思いました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員F 16 13 14 15 14 72 霊的な怖さもありますが、それよりもヒトコワが強く感じられる
お話でした。⻑⼥には双⼦の妹がいたのですね。妹と家族との関
係性がどうだったのかとか詳細はわからないですが、その妹が事
件の犯⼈だったのですね。その妹も、退院直後にこれもまた理由
はわからないけれど、保護観察官に頭部を切断して殺されてい
る。保護観察官にお兄さんの霊でも取り憑いたのでしょうか。そ
の妹は、死しても尚、霊となってマユミさん達の前に現れ、ヨウ
コさんに取り憑き、オカケン顧問の先⽣のご実家のお祓いの効果
もなく、ヨウコさんに取り憑いたまま、次の猟奇殺⼈になるかも
しれない想像をしているのは怖いですね。サイコの考える事は理
解出来ないけれど、サイコが霊になって事件を起こしていく話は
ちょくちょくあるので、実際にあるのかもしれない。でも、そう
いう事件に巻き込まれるのは逃げられない気がして嫌だな、と思
いました。マユミさんとオカケンの後輩達との会話や関係性、落
合さんの特技にユーモア性を感じました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員G 16 15 15 10 15 71 事件の詳細から⼊る出だしがとても⾯⽩くて、前のめりになり読
み進めたのですが、⼤学での会話や所々に割と⻑めのやり取り
（会話）が、私的にはちょっと⻑いかなぁと。話に深みや⽴体感
が出て良いんですけど、話の本筋に余り関わりの無い会話だと
ちょっと怖さが半減するかなぁと私は感じたところです。しかし
話の半ば辺りから憑依されたり、そこでのやり取り等は会話から
凄くリアルに伝わってくるので、会話⽂の⼊れ込み⽅って重要だ
なぁと感じました。また最後の着地が意味深で、まだ話は終わっ
てないのか⁈と思わせる構成は良かったかなと思いました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員H 10 18 10 15 15 68 前半と後半での温度差がエグい作品。⼤⼈向けというより、中⾼
⽣に読んで欲しいと思いました。パニックな展開と程良いオカル
トが混在した良作だと思います。作品を読み進めながら、雑誌記
者が⼥性なのか？⼥性だよな？と気になってしまって、ストー
リーが置き去りになってしまいました。中盤にいきなり「俺」⼝
調になり、視点が落合に変わったのか、主⼈公になにかあったの
か「？」が多く浮かんでしまいました。誰か1⼈の視点で進める
か、第三者視点で進めるか、統⼀する⽅がより気持ち悪い内容に
集中できたような気がしました。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員I 17 16 12 11 12 68 世⽥⾕区⼀家殺⼈事件と⾦⽥⼀少年の事件簿がモチーフなんで
しょうか。遺体の⼀部で⼀つの遺体を作り出すトリックありまし
たよね。事件現場の実家とAさんの家が隣同⼠とか酷似していて
これはいいのかなと思いながら読み進めました。話はよかったと
思うのですが世に発表していいのか少し疑問に思う作品でした。
せっかく読みやすい⽂章を書く⽅なのでなんだか勿体無いよう
な。。。

180 ⼈形（おもちゃ）めぐ
り

落合ちゃん ⼀般審査員J 18 12 15 15 15 75 浅◯光◯シリーズの推理⼩説を思わせる設定と怪談をミックスさ
せた⾯⽩い話だった。内容としても奇っ怪な事件と怪談のミック
スで⾮常に⾯⽩く怖い話だった。
最後の主⼈公の⼀⾔がとても、あと残りを読者にさせるいい終わ
り⽅だった。

合計 143 137 141 138 134 693

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
163 トラックドライバー夜

噺〜フェリーの怪〜
ZERo ⼀般審査員A 16 14 14 12 14 70 トラック運転⼿のリアルな情景が描かれており、業界怪談だなっ

て思いました。主⼈公に怪異を話した島村さんは実は亡くなって
いたという展開、そして、⿊い⼈型の何物かは伝染する存在だと
知ったときの恐怖はたまらないですね。島村さん、⾃分が無くな
る間際に起きたことを主⼈公に話したことになるんですよね。な
んで、主⼈公にそんな話をしたのかが分からないのがいや。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員B 13 12 14 13 12 64 創作でオチがバレないように伏線を撒くのは難しいですが、レス
トランの店員のくだりでバレてしまうのはちょっともったいない
感じがしました。レストランじゃなくても休憩所でコーヒーみた
いな感じでもよかったかなと思いました。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員C 16 14 16 14 16 76 成仏が出来ず彷徨い続ける亡霊、気付いた時には不思議な世界に
⼊り込んでしまった主⼈公。後に知る⼆度怖い展開、ストーリー
としてはその職業ならではの細かな背景も知れて⾃然と話に⼊り
込む事が出来ました。夜の真っ暗な海‥想像するだけでゾッとし
ましたそこにまさかの⾃分が！予想を上まる怪異に怖さと新しさ
の点数を⾼めに致しました。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員D 13 12 14 16 14 69 トラック運転⼿さんの仕事の様⼦が伝わってきて興味深かったで
す。フェリーの様⼦も詳しく分からないので、闇夜のフェリーで
は何か不思議なことが起きているかもしれない、と思いながら読
ませていただきました。ただ、後半は最後の展開に持っていくた
めに辻褄合わせをしているような感じがしてしまいました。脳梗
塞は⼿⾜の⿇痺が起きるので⽴っていられなくなり壁に頭を打ち
付けるような異常⾏動は起きないのでは…？と具体的な病名が出
てきたことで冷静になってしまい、それまでしっかり作られてい
た世界観が⼀気に崩れてしまった印象を受けました。脳に異常が
起きて、くらいにぼやかしてくれていた⽅がそのままの流れで読
めたと思います。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員E 15 10 10 10 10 55 島村は神奈⽊に⽤具⼊れを開けちゃいけないと忠告したかったの
か？ それとも⾃分と同じめに遇わせたかったのか？最後を読むと
後者な気がしますが…⿊い影が島村なら⾝代わりにしたかったの
かな？と考察出来るお話でした。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員F 15 12 16 13 14 70 ⾃分はフェリーに乗る事は殆どないのですが、そんな私でも具体
的にイメージが浮かぶ程情景がよくわかるように描かれています
ね。トラックドライバーの神奈⽊さんがフェリーの中で乗り合わ
せた同社の他営業所のドライバーの島村さんに声を掛けられ、⾷
事をしながらどんなトークが展開されるのかと思っていたら、途
中から突然島村さんの表情や雰囲気が変わり違和感を覚える。レ
ストランスタッフの態度から、なんとなく察してしまいました
が、やはり、島村さんは亡くなっていたのですね。島村さんが亡
くなった原因は脳梗塞だったという話だけれど、果たして本当の
原因はそうだったのか…。そもそも、島村さんもフェリーのトイ
レの奥から異⾳がして、⽤具⼊れの扉を開けてしまった事で亡く
なったのだとしたら、やはり神奈⽊さんもまた…。そして、それ
は呪いのように⿊い⼈影の⾃分⾃⾝となってまた次の犠牲者を捜
してループしていくのでしょうか…。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員G 20 18 18 10 16 82 フェリーでの話は余り聞いた事が無いので、とても興味深く読ま
せて頂きました。不思議で、怖い、そして⾊々と謎の残るお話
し。とても⾯⽩かったです。怖さは⽂句なく満点！⼜お話しの構
成もとても読みやすく、会話から感じるリアリティある情景、そ
の途中々に感じる異変との絶妙な体感に緩急を感じ、諸所⾼得点
を付けています。そして末⽂のインパクト！これは繰り返されて
いるのか⁈と。そしてその後が⾮常に気になるゾクゾクする終わ
り⽅が⼜秀逸だなぁと！総じてとても⾯⽩い⾼得点な怪談でし
た！！

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員H 10 10 15 15 10 60 おもしろい！トラックドライバー⽬線の怪談はグランプリ初では
ないでしょうか？過去の投稿作とは違った新鮮さを感じました。
舞台も船の上というサスペンスにピッタリ。船から逃げられない
という状況での恐怖体験はぐっと引き込まれました。レストラン
スタッフの些細な動きも良いですね。違和感がコツコツ積み上
がっている様⼦が楽しめました。最後の締め⽅はタイトル通り夜
噺にちょうどいいオチになっていると思います。

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員I 12 11 11 10 11 55 島村さんが幽霊であろうことは序盤で想像がついたのですが、⿊
い影は伝染するのは想像できなかったです。なんのために伝染さ
せているのでしょう。最後に彼はドアに⼿をかけてしまったので
同じ道を辿るのでしょうが。。。⿊い影のスタートが何だったかも
少し気になります。それを探る続編とかになってしまったらただ
のミステリーになってしまいますね

163 トラックドライバー夜
噺〜フェリーの怪〜

ZERo ⼀般審査員J 18 18 13 15 15 79 島村さんと主⼈公の体験談が、絶妙に混ざり合いながら物語が進
んでいくところがとても良かった。
島村さんが体験したナニカは、怖いものだったのか、本⼈が無く
なるときの過程で思ったことだったのか、とても気になる怖さが
遭った。
主⼈公もどうなってしまうんだろうと思わせる終わり⽅も良かっ
た。

合計 148 131 141 128 132 680

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹

速⽔ 静⾹



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員A 17 15 17 15 15 79 ⽗親が⼝ずさむ曲だけで、年齢がバレてしまいます。うしろゆび

さされ組とか懐かしすぎる。そんな⽗親が交通事故で無くなり、
そのとき助けた⼦供が主⼈公の⽀援をしていたことを知った。そ
こから物語が始まるのは、ベタな⼊りだなって思いました。い
や、なんでバラす過程を⼀本⼀本VHSで送ってくるの。やること
の意味が分からないし、狂気ですよ。宗教的儀式を本気で実⾏す
るヒトコワの要素が強い話で、別の意味で怖いなと思いました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員B 13 13 15 12 14 67 話が⼆転三転して予想もつかない展開が飽きさせずに最後まで読
めました。呪術の話がメインで不可思議な現象をうまく表現して
いたと思います。でも、どうしても⼤槻教授と⾔われるとプラズ
マの⼼霊否定派の⼈を思い出してしまいました。あと、終盤の⽂
章がちょっとわかりづらくなってきたのが残念でした。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員C 16 14 16 17 15 78 数奇な⼈⽣をまるでRPGゲームのように翻弄されながらも乗り越
えんとする主⼈公に対して⾃然と応援出来ました。グロ×呪法的
な怪談物語の設定が新しく展開も読めず単純に楽しめました。想
像が容易に出来る⽣々しい痛さと怖さとそしてゲームに例えた冒
頭と物語後半の回収部分にユーモアポイントを⾼めに点を⼊れま
した。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員D 13 11 15 16 13 68 グロい部分もあり気持ち悪い部分が多く、個⼈的にはキツい内容
でした。カルトなのか過激派なのか、⼈の命を奪うことを何とも
思わない集団の不気味さはよく伝わってきました。施設育ち、
バックに反社、謎のカルト集団、⺠俗学…と要素がてんこ盛り過
ぎて読み終わってからお腹いっぱい、と感じました。⽗⼦家庭で
⽗親との絆のようなものがもう少し感じられると、最終的に「い
い話」と感じられたのでは、と思います。瞳と⽗親の間に何が
あったのか全く描かれていないので「⽗親像」を深めることがで
きず、オチの部分で感動しきれないのが残念でした。読み始めか
ら後半に差し掛かるところまではスピード感があり、わくわくし
ながら読ませていただきました。終盤は少々失速してしまい、書
き⼿が⾃分に酔っている雰囲気が漂っていて若⼲気持ちが冷めて
しまいました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員E 10 10 15 10 15 60 本筋以外の部分が多すぎな感じです。どこからか届く８ミリフィ
ルムとその内容もとても興味深い内容なのに、タイトルが「受け
継いだ精神」なので⽗親のエピソードは必要なのかも知れません
が、回想部分で話が逸れてしまう感じがしました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員F 15 13 13 15 13 69 何度か読み返して、たぶん、だいたいの理解は出来たと思ってい
るのですが、エピソードを詰め込み過ぎなところも若⼲あり、話
が複雑になってしまったでしょうか。怖さとしては、謎の宗教団
体が組でも発⾔⼒のある瞳さんを堂々と拉致し、⼤きな組織を相
⼿取り、『ぎしき』の名のもとに、瞳さんを傷つけ、その様⼦を
フィルムに収め送り付けてきて、挙げ句にはマネキンと魂を⼊れ
替える、という不気味でオカルティックな⾏為にある。そんな狂
気で教団を仕切っているのが中学⽣くらいの⼦供だというとこが
また怖い。逆恨みから瞳さんを奇妙な『ぎしき』で死に追いや
り、それにも飽き⾜らず、仲が良かったという理由で〝僕〟に対
しても殺意を向けてくるその⼦に対してそれを怖がらず、ただ救
いたい、と真正⾯から受け⽌めるその姿はただただ凄い。お⽗さ
んに守られている、と感じたとて、なかなか出来ないだろう。お
⽗さんとの会話のユーモアさがこの話の狂気を薄めているように
も感じました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員G 16 18 16 16 16 82 凄いお話しでした…内容が所々グロいのですがそれを超える内容
の深さ。またお⽗さんとのハートウォーミングな会話、そこで感
じたユーモアさ！怪談では余り⾼得点を付けない“ユーモア”の点
にこの点を加味して、今回は⾼得点を付けさせて頂きました。ま
た⼈の⽣死と欲しかったゲームとの絡め具合も個⼈的には⾯⽩い
なぁと思い、話しの構成の上⼿さなどとも考慮して“鋭さ”を⾼め
の評価としました。しかし幼少期から壮絶な⼈⽣を歩まれてい
て、本当に⼤変だっただろうなぁと。でもタイトルからある様に
“お⽗さんから受け継いだ精神”をこの先もずっと感じて、誇りに
思って前に進んで欲しいなぁと感じました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員H 10 18 5 5 10 48 所々に出てくる軽快さがクセになる怪談。魅⼒的な登場⼈物が多
く、若⼲主⼈公が霞んでしまう印象でした。ただ、緩急のつけ
⽅、寒暖差が極端すぎて、恐怖の⽅に整ってしまいそうです。読
みながらうわぁ！うわぁ！とこちらが痛くなるような描写は⽣々
しくて夏にピッタリに感じました。⽂脈は対話が多く、脚本のよ
うな⽂が混在しているので、若⼲読みにくさを感じました。映像
作品になったら良い感じな予感がしました。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員I 12 10 12 11 10 55 途中までは⾯⽩かったですです。でも途中からは意味がわからな
く、最後は「ん？」って感じでした。おかげで怖くなかったで
す。

176 受け継いだ精神 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員J 15 15 15 12 15 72 カルト集団の儀式で、被害を受けた主⼈公の親友と加害者になっ
てしまった⼈物の話がとても怖かった。
とても怖かったが主語がもう少しわかりやすいと読みやすく怖さ
が伝わりやすいと思った。

合計 137 137 139 129 136 678

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員A 15 14 14 13 14 70 病院に搬送された⼈が不思議な形で亡くなっていたというのは、

まさしく病院怪談ですね。多分、亡くなった⼈は⼼スポとかに
⾏ったのかな？ ⾏くなって⾔われても⾏くのは、多分我々怪談
を知っている⼈の常識が⼀般⼈に伝わっていないんだろうなって
思いました。この⼈がなんで、亡くなる直前、意識を取り戻し喚
いたのか。そして、脳が両⼿で握りつぶされていたのか。まさに
謎しか残らないお話でした。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員B 14 14 13 12 13 66 ⼼霊スポットで呪われる話で死んでしまう話はたくさんあります
が病院で⼊院中に死んでしまうのは少ないと思います。原因不明
なのはわかりますが脳を解剖してぐちゃぐちゃだったのは衝撃的
でしたね。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員C 16 15 13 13 14 71 科学では到底説明がつかない様な事例というのは医療の現場では
時折りあるようでその⽔は⼈間にとっては猛毒、神様にとっては
良⽔なのでしょうかね。何処に⽣死の分かれ⽬があるのか？⼈間
には分からないもの。君⼦危うきに近寄らず、当たり前ですが⾃
分から危険には近寄らない、関わらないのがベストですね。神様
の不可避の罰に怖さと後半の展開は鋭さがありました。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員D 15 15 18 16 17 81 引退する医師から聞いた思い出を淡々と綴っている部分と、その
場にいるような臨場感溢れる⽂章で構成されていてショートドラ
マを⾒ているような気持ちになりました。⼼霊が登場しなくても
とても気味が悪いし、何が起きているのか理解できないうちに終
わってしまいました。⽔を飲んだことがきっかけだったのか、そ
こに呼び寄せられるように⾜を運んでしまったことから始まって
いるのか。まさに不可解。それを語っているのが医師たちという
のも味わい深いです。医療の現場ではすべての命を守れるわけで
はないものの、あまりに太⼑打ちできない事象は印象に残ってい
るのかもしれない、と感じられてとても⾯⽩かったです。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員E 10 10 5 10 10 45 ⼼霊スポットへ⾏ってからの怪異事態が数多にあるので、背中に
⼿のひら⼤の内出⾎と最後の「脳が両⼿で握りつぶされたかのよ
う…」だけでは、いまひとつ盛り上がりに⽋けていました。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員F 16 15 16 13 16 76 これはリアルに怖いお話でした。お話の中で、AさんとBさんとい
う⼤学の同級⽣が所謂⼼霊スポットのような廃ホテルに⾏き、A
さんがその近くの湧き⽔を飲んだ後から異変が起こったという経
緯で病院に運ばれた、という、まあ、話としては有りがちなシ
チュエーションではあるけれど、搬送されてきたAさんの症状を
⾒た医師の側から語る異変の経緯というのはあまりなかったよう
な気がして意外性を感じました。⼀旦は回復したと思われたAさ
んが亡くなったのも意外でした。恐らくAさんは湧き⽔を通じて
何者かに取り憑かれ体に⼊られ、最終的には脳を握りつぶされた
ように激しく損傷して亡くなったのだろうけれど、その事⾃体も
怖いけれど、私達が気軽にやりがちな湧き⽔を汲み、飲んだ事か
らそうなった、というところが本当に怖い。ただ、Bさんは廃ホ
テルに⾏く途中で湧き⽔を⾒た記憶がなかったこともひっかかり
ますが。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員G 18 16 15 10 15 74 聞いた話しとの事ですが、とてもリアリティがあり不思議で怖い
話しだなぁと感じました。やはり怪我や病気で病院に運ばれる⼈
の中には、そういった不可解な状態や結末になる事はありそうで
すね。何かの障なのか？と思わせる状況…でも⼀体原因は何なの
か？⽔を飲んだりしたからなのか？⾊々と疑問が浮かびます。若
気の⾄りとは思いますが、こんな事になってしまって本当に恐ろ
しいですけどやはりそういった怪異は⾝近にあるのかなぁと思う
と更にゾッとしました。そして“痛い痛い”と叫び、末⽂の脳みそ
が破壊されていた！最後の結末の破壊⼒、半端ないなぁ…泣

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員H 10 10 10 10 15 55 オチがめちゃくちゃ怖かったです。オチのインパクトがすごい！
会話ではなく状況説明オチが好みなので最⾼でした。S副院⻑の
昔話なのですが、医療現場という⾮科学とは遠そうな場所で怪異
を混ぜる⽅法がとても上⼿いと思いました。検査してもなにも分
からない⼿の跡。検査に合わない患者の反応、そして死んだ時の
状況。淡々とお話が進⾏していくので、じわじわ恐怖を感じる事
ができました。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員I 13 11 11 11 12 58 AとBの違いは⽔を飲んだか飲まなかったかで、⽔に何らかの寄⽣
⾍が。。。ではなさそうですよね。何か⼊ってきたと⾔ってますよ
ね。でも引き⾦はきっと⽔なんだろうなと思いますが。。。彼の⾝
体に何が⼊ったのか最後まで分からなくて恐怖です。しかも⼀度
は容態が回復したのに。。。廃墟と湧⽔、珍しい取り合わせでよ
かったと思います。

160 副院⻑の思い出 ⼀般審査員J 18 15 15 12 15 75 なにかに取り憑かれてしまった患者さん⽬線ではなく、医者⽬線
の話となっていたところが興味深く、⾯⽩かった。
説明のつかない症状で⼿が、上に上がっていき、最後は、脳に損
傷を与えてしまうという最悪の結果となったことも怖かった。次
はどうなったのかがとても気になる終わり⽅だった。

合計 145 135 130 120 141 671

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン

ネーム）
⼀般審査員A 12 14 12 17 12 67 閉鎖された因習が残る話。しかもその因習はカニバリズム。まさ

しくオカルト的な話ですね。主⼈公は異世界に⾏ってしまったの
か。誘ってきた⼥性は何者なのか。謎しか残らない話ですね。⼆
⼗年待った。この意味は何なんだろうか。とりあえず、主⼈公が
⽣還してよかったです。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員B 14 14 13 12 14 67 異世界に迷い込む話ですかね。いくつもの謎を残して話は終わり
ますがすごく気になります。まず、村を紹介した⼥性は何者なの
か、村で声をかけてきた⼥性との関係、存在しなかった村、主⼈
公の⺟の村と同じ名前、わからない事だらけで続編が欲しいです
ね。唯⼀わかったのが主⼈公の名前の読み⽅でした。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員C 17 16 15 14 14 76 短編⼩説を読み終えた様な充⾜感がありました。⾬の湿度や⼈を
値踏みするようなねちっこい視線、異常がまかり通った⽥舎の慣
習‥とくに村⼈達に囲まれ追われるシーンは集団の怖さが確かに
ありました。読み進める事に寒気すら感じ、⽂章⼒が問われるシ
ンプルなストーリーなだけあって作者の⾔葉の取捨選択がより際
⽴つ印象を受けました。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員D 12 11 15 13 11 62 話しの中に⼤きな起伏があるわけではなく、⽐較的淡々とストー
リーが進んでいき、この後何か起こるか？と思わせるものの、起
きないまま終わってしまった感じがします。閉ざされた集落に⾜
を運び、⼥性と交わした会話の不気味さはあるものの噛み合わな
い違和感と⾔い知れない不気味さは実際に体験したらとてつもな
く怖いと思いました。ただ、個⼈的に⽂章が読みづらく「いい雰
囲気」を出そうとしているように表現を⼩難しくこねくり回して
しまっているように感じて、ストーリーの内容が薄くなってし
まったのが残念です。⾬の⽇に纏わる⾵習の話はあまり聞いたこ
とがなかったので新しさに点数を多めにつけました。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員E 10 10 15 10 10 55 閉鎖された集落、⾬の⽇に死者が出る、遺体を⾷べる⾵習、相談
に来た⼥性と村で話し掛けて来た⼥性が同⼀⼈物？等々、書かれ
ている⼀つ⼀つは凄く⾯⽩いのですが、余計な描写が多くて正直
読み難かったです。村へ⾏ってからの話があっという間に終わっ
てしまって物⾜りなさを感じました。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員F 16 14 14 13 15 72 このお話もジワジワと後から怖さを感じさせるお話ですね。とあ
る⼥性からの依頼で東北にある村を訪れる事になったジャーナリ
ストの〝私〟。⾬の⽇に⼈が死に、葬儀も⾬の⽇に⾏われ、そし
て何より奇異なのはその葬儀では村⼈が遺体を⾷べる、という、
所謂カニバリズムが⼟着の⾵習となっているというのだ。そんな
村を取材して欲しいという依頼だったのだけれど、⼝外したら祟
りがある、と⾔われているそんな話の依頼を受けてしまう時点で
〝私〟はもう既に奇妙な世界に引き摺り込まれていたのかもしれ
ないですね。村で⾒た⿊い喪服を着た⼈々、依頼者の⼥性によく
似た中年の⼥性、その⼥性から聞かされた恐ろしい⾔葉…。
〝私〟を捕らえようとする村⼈達から逃れた〝私〟が知る真実。
今は現存しない村で、それは〝私〟の⺟の故郷の村だったという
因縁めいた現実。異世界やタイムトラベル的な話は好きだけれ
ど、何とも後味が悪いお話でした。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員G 15 18 16 10 15 74 村の⾵習や⼟着信仰は私も興味があるので、⾮常に⾯⽩いお話し
だなぁと思いながら読ませて頂きました。おどろおどろしい怖さ
はそこまで感じなかったのですが、⾮常に恐ろしい⾵習があっ
た、しかも遺体を⾷べるなんて！その事実に驚愕しました。現在
も続いているのか？と思いきや、もうそこは廃村になっていると
いう事実。そこでもえ⁈となり、だと会って話をしてくれた⼈は
もしかしたらこの世の⼈では無く、この事実を聞いてもらいたく
て現れた何かなのか？など⾃分なりの考察を巡らせてみました。
⾊々と興味深いお話しですね！

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員H 15 18 10 5 15 63 つかみが上⼿い。とある⼀⽂で⼀気に引き込まれました。引き込
まれた思考を離さないようにたたみかけてくる「現在進⾏形の物
語。過去ではない。」の⼀⽂。もう最後まで逃げる事ができない
状況を投稿者さんにつくられたような感覚でした。前半と後半の
場⾯転換で☆を活⽤されていたので、混乱せずに読む事ができま
した。前半の気持ち悪さの種類が変わって後半の冷や汗を感じる
気持ち悪さが素晴らしいです。タイトルの「螺旋」という事か
ら、主⼈公に何がおきたのか…考察に沼る内容でした。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員I 10 10 10 10 11 51 すみません。⾶ばし読みになってしまいました。ミステリーやホ
ラー⼩説とか読むのは⼤好きで、読むのと書くのは別のお話だと
いうのは共感します。お話が⼊って来ず途中で飽きてしまいまし
た。そんな⻑く書くようなものなのかとも思いました。怖いとこ
ろも⾒当たらなかった。異世界かパラレルワールドに⼊ってし
まったのかなって程度で、同じ異世界者のきさらぎ駅とかの⽅が
怖いです。だったら私に書けと⾔われても無理ですが。。。今回の
投稿で１番合わなかったです。

179 螺旋の⾬ 中岡いち（ペン
ネーム）

⼀般審査員J 18 15 12 12 15 72 廃村だったところに⾏けてしまい、体験した出来事が謎が多すぎ
るがとても怖い。緊迫感が読者に伝わる記載も良かったと思う
⼥性は誰だったのか、そしてなぜ主⼈公をいざなったのかも⾮常
に気になる終わり⽅も良かった

合計 139 140 132 116 132 659

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
158 私の知らない世界 ☆ YUTA

NAITO ☆
⼀般審査員A 12 13 11 12 12 60 異世界の⾷べ物を⾷べてはいけないとはよく聞くけど、⾷べても

戻ってくることがあるんだなって思いました。⾦髪ミディアム
ショートヘアの⼥性は何者なんだ。おじいちゃんは何か知ってい
る感じがしていましたが、⾎筋という形で処理されたのが何とも
消化不良感がありますね。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員B 13 13 12 13 12 63 ⼩さい時にはいろいろ体験したりするのは聞きますが⼤体、⼤⼈
になると忘れてしまうものですがたまにおぼえている⼈がいるん
ですがそういう⼈は⼤概、霊感体質の⽅が多いのでリアリティの
ある話でした。あと、⾦髪の外国⼈ですが霊になると⽇本語で会
話できるのか、もともと⽇本語を話せる外国⼈だったのか気にな
りました。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員C 11 12 13 12 12 60 不思議なループの世界線、トリガーは何にせよその⾦髪の⼥性は
悪いような⼈には感じなかったです。怖さよりも不思議またその
⼥性には会えるのなら会いたいですかねまぁその時は無事に帰れ
る保証は無いと思いますがね‥⽂章としては物語の形式上同じ繰
り返しになるのは仕⽅ないにせよ⽂章としては平坦で私としては
何処が盛り上がるポイントか？いまいち伝わらなかったです。
もっと起承転結に意識を持つとより際⽴つ作品に化けると思いま
す。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員D 15 11 14 16 15 71 ⽂章⾃体は達者なものではなく、朴訥としている印象です。だか
らこそ、感じられるリアリティがあり、夢を⾒ているような、現
実と別の世界との境⽬が曖昧になりながら読んでいました。⼦ど
もならではな素直な気持ちがあったからこそ、怪異に魅⼊られて
しまったのかもしれないと思いました。「おねえさん」はどこに
導こうとしていたのでしょうか。ただ、お爺さんもその気配に気
づいていたというのも興味深いです。怪異に導かれようとしてい
る「僕」と現実世界で美味しそうに⼭菜を⾷べている「僕」が同
時に存在する世界線。魂が分裂してしまっているのか、違うもの
が成り替わろうとしているのか。ほのぼのとした雰囲気で進んで
いるものの、そう考えるととても不気味な話にも感じられると思
いました。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員E 10 10 15 10 10 55 読み始めはパラレルワールド？タイムループ？と思いましたが、
最後まで読むとおじいさんにも視えていたようなので、がっつり
⼼霊話じゃないかと思いました。最後のまとめが異世界とか不思
議な話のように書かれていますけど、⼼霊として書いた⽅が怖さ
が増して良かったのではないかと思いました。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員F 13 12 14 14 15 68 何とも不思議なお話でした。⼭怪、という類いのお話になるので
しょうが、⼭と⾦髪の⼥性、というのが妙にミスマッチな感じが
して、⾮常にミステリアスですね。⼭で⼀緒に⼭菜を採っていた
のは⼀⼈の⼥性ではなく、三⼈(実は四⼈だった？)の⼥性だった
というのも不思議だし、髪の⻑さが違うだけで、同じ⼥性？その
辺りがわからないのがまたミステリアスな感じがしますね。異世
界に連れて⾏かれていた、という事になるのでしょうか。⼥性は
霊というよりも怪し？最終的にはおじいちゃんに助けられた訳で
すが、もしもおじいちゃんに助けられなければそのまま絞め殺さ
れていたのかと考えると怖いですね。⼭菜には媚薬的な何かが
あったのかもしれませんね。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員G 15 13 13 10 13 64 怖いと⾔うよりも不思議だなぁと感じたお話しでした。会話の部
分に⽅⾔を思わせるところがあり、⽥舎住みの私はなんだかホッ
コリして昔話を聞いている様な感じにもなりました。また描写か
らも時代背景が浮かび、ノスタルジックになります。不思議さの
中にも時折不気味な所があり、⼜謎めいた所もあり様々な考察が
出来るかと思いますが…⽥舎の⼭に外国⼈⁈なんとも不釣り合い
な気もしますが、昔何かそこであったのか⁇本当に謎だらけのお
話しだったと思います。でも個⼈的にはこういった⾵情があり⼜
ハートウォーミング的な怪談は好きなので、⾯⽩く完読させて頂
きました。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員H 5 10 15 15 15 60 ⼈では無いナニカと対話をしている主⼈公とそれを⾒守るじじ
い。最⾼に怪談らしい設定にワクワクしました。因習や⼭の神的
な内容かと思いきやSFな展開にいい意味で裏切られました。不思
議なお姉さんを「⾦髪」という印象的な容姿にしたおかげで、改
⾏の多い⻑⽂でも迷⼦にならずに読めました。ふわっとした終わ
らせ⽅も今回の内容にピッタリなオチだと思います。

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員I 12 11 11 11 11 56 おじいちゃんの後ろを歩きながら不思議な体験をする。3週間と
いう時を体験して、なぜか殺されかけるという。夢と現実の。。。
⼼だけ異世界に⾏っていたのでしょうか。近所の⼈は実在してい
たのだし。。。世にも奇妙な物語にありそうな話ですね

158 私の知らない世界 ☆ YUTA
NAITO ☆

⼀般審査員J 18 16 16 16 17 83 エンドレスループに主⼈公は⼊ってしまい、どうなるのかドキド
キしながら読めました。結局、何に迷い込んたのか、もどってこ
れたのかがわからないという怖さがとても良かったです。
何を⾦髪の⼥性が望んでいたのか、なぜ祖⽗は主⼈公に事実を隠
していたのかがきにならせる意外な構成となっていて良かった

合計 124 121 134 129 132 640

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
159 また、きっと、出会

う。
半分王 ⼀般審査員A 12 8 7 6 10 43 何度も読んだんですが、正直何が⾔いたいのかよく分からない話

でした。祖⽗の夢にやってきた⼥性はなんで、この⼈のところに
やってきたのか。亡くなったタクヤさんの親類なのか。それと
も、⼆⼈の仲を裂こうとした⼥性の関係者なのか。イマイチぴん
と来ない話でした。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員B 14 13 12 12 14 65 前世の記憶に囚われた話でしたね。前世のストーリーを現世でな
ぞるのはちょっと信じ難いですが、あるとしたら関係している⼈
たち、それぞれが呪縛から解放されるまでが⽣まれ変わりのミッ
ションなのかなと思いました。よくできた話ですね。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員C 12 13 13 12 13 63 男⼥のヌルヌルとした蛇のように絡みつく情念はいつの時代も付
きもので読み進める毎にその因果からは逃れる事は出来ないと諦
めに近いものを⽂章からヒシヒシと伝わりました。壊れてる⼈は
怖い、鋭い展開よりもじわじわと滲みて、そして意外さよりも裏
切らない怖さがありました。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員D 16 13 17 15 14 75 輪廻転⽣が全て良いもの、というわけではないという哀しいお話
でした。前後が省略されており、本編のみ描かれているのでこの
⼥性が何を求めて、どんな経緯で前世を⾒てもらいに来たのか判
然としませんが⾃分の中の答え合わせをしに来たかったように感
じました。夢を⾃分の視点で⾒るのではなく、客観的に今の⾃分
が前世の⾃分を⾒ている、という話はあまり聞かないので少し新
鮮でした。ここでも過去は過去、今は今、と違う道を歩む選択肢
が⽰されていたように思います。意図してそう描いていたのかは
分かりませんが、そう感じられてとても哀しくなってしまいまし
た。前世に囚われずに幸せになる選択肢を選んで欲しいと願わず
にいられません。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員E 15 15 15 10 10 65 前世に囚われて⽣きていくなんて悲しいし堪えられない。この因
縁は、どうしたら絶ち切れるのだろう？絶ち切ったと思ってもタ
イトルのように、また、きっと、出会ってしまうのかも知れませ
んね。永遠に絶ち切れない因縁が切なかったし、絶望的な悲しさ
を感じるお話でした。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員F 14 13 15 12 13 67 前世からの繋がり…。これは⽣まれ変わりを信じていない⼈には
単なる夢物語、というように捉えられるかもしれませんが、⽣ま
れ変わり、輪廻転⽣を信じている私には結構⼼に響きました。私
も以前、パロディ的な形ですが、輪廻を題材にした⼩説を書いた
事がありますが、それだけ関⼼が⾼いテーマではあります。た
だ、結末がハッピーエンドであればいいけれど、このお話のよう
に、前世に捕らわれ過ぎてしまうのは怖いですね。カルマ、業を
解消出来ずに、また悪いカルマを重ねたり繰り返してしまうのは
とても残念な事だ。サユリさんのお⺟さんの話が冒頭にあり、前
世でサユリさんとタクヤさんの仲を引き裂いたのはお⺟さんだっ
たんだろうな、というのは予想は出来ましたが、それでサユリさ
んがお⺟さんに復讐をしようとしている気持ちはわからなくはな
いけど、悲しいですね。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員G 20 18 15 10 15 78 とても興味深く、考えさせられるお話で⼀気に完読です！怖さは
それ程では無いのですが、内容の濃さ深さから違う怖さを感じた
ので、怖さの点を満点にしました。現世、そして前世の繋がりが
⾮常に⾯⽩く、話しも描写も分かりやすく情景が浮かんできま
す。また切ない部分もあり、実の⺟と前世でそんな繋がりなある
のかと…⾟いですね。私も前世とかは信じるタイプなのでとても
⾯⽩かったです。しっかりとしたお話しなので、映像化しても良
いのでは⁈と思える様なお話しだったと思います。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員H 5 5 5 15 10 40 縁が切れないがゆえに、切なく苦しい展開が続く怪談。メリーに
ならないバッドの繰り返しに読んでいて息が詰まりそうになりま
した。90年代の少⼥系ホラー漫画のような描写が多く、懐かしい
中に気持ち悪さが混在しており他の怪談とは別の空気を感じまし
た。尖った恐怖はありませんが、終わらない恐怖をどっぷり味わ
う事ができ、読了後の満⾜感はとても⾼かったです。

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員I 12 11 11 11 11 56 前世は変えられないし、前世の罪をなぜ今世で。ちょっとおかし
な話ですよね。邪魔をする⼥の⽣まれ変わりはお⺟さんだとして
も、そのお⺟さんは彼に接触はしなかったのでしょうか。⺟も夢
を⾒ていたのであろうなら彼に接触していてもおかしくないよう
な。。。で最後は彼⼥が⺟親を⼿にかけるのでしょうか？ちょっと
内容についていけませんでした

159 また、きっと、出会
う。

半分王 ⼀般審査員J 15 18 15 15 18 81 輪廻で、不幸な結末を招く三⼈の関係性がとても切なく興味深い
話だった。
⼥性の⺟親が、まさかの敵役だったと思わせるところも意外さと
怖さを引き⽴たせていた。
祖⽗が、静かに幸せを願っている描写も⾮常に良かった

合計 135 127 125 118 128 633
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